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資料：㈱KSP-SPが提供するＰＯＳデータに基づいて農林水産省が作成
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（円/5kg、税込）

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２７

年
度
農
林
水
産
予
算
の
概
算

要
求
を
財
務
省
に
提
出
し

た
。
総
額
は
３
兆
１
３
７
７

億
円
で
、
２６
年
度
当
初
予
算

を
３７
％
上
回
る
。

し
か
し
、
政
府
は
２７
年
度

か
ら
補
正
を
前
提
と
す
る
編

成
を
見
直
し
、
必
要
な
予
算

は
当
初
で
確
保
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
２６
年
度
当
初
と

２５
年
度
補
正
の
合
計
３
兆
２

５
５
８
億
円
と
比
べ
る
と
、

４
％
下
回
る
。

こ
の
う
ち
、
政
府
が
骨
太

方
針
で
掲
げ
て
い
る
「
強
く

豊
か
な
日
本
」
投
資
枠
と
し

て
、
▽
農
業
構
造
転
換
集
中

対
策
に
２
９
０
４
億
円
＋
事

項
要
求
、
▽
フ
ー
ド
テ
ッ
ク

の
推
進
に
５
０
２
億
円
―
な

ど
合
計
４
２
７
２
億
円
が
含

ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
概
算
要
求
時
点
で

は
金
額
を
提
示
し
な
い
「
事

項
要
求
」
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
主
な
事
項
要
求
と
し

て
、
▼
新
た
な
水
田
政
策
、

▼
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策

期
間
で
機
動
的
・
弾
力
的
に

対
応
す
べ
き
事
業
、
▼
消
費

税
率
引
下
げ
に
係
る
対
応
―

な
ど
が
あ
る
。

主
な
重
要
事
項
と
し
て
、

①
食
料
安
全
保
障
の
強
化
②

農
地
・
人
材
・
技
術
の
強
化
に

よ
る
農
業
の
持
続
的
・
創
造

的
発
展
③
農
村
の
振
興
―
な

ど
と
し
た（
図
参
照
）。（

）

内
は
２６
年
度
当
初
予
算
額
。

①
食
料
安
全
保
障
の
強
化

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
等
や
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
・
多
面
的
機
能
支

払
の
見
直
し
、
新
た
な
環
境

直
接
支
払
に
３
５
６
５
億
円

＋
事
項
要
求
（
３
５
６
５
億

円
）
な
ど
。

②
農
地
・
人
材
・
技
術
の
強

化
に
よ
る
農
業
の
持
続
的
・

創
造
的
発
展

「
地
域
計
画
」
の
実
現
に

向
け
た
農
地
バ
ン
ク
に
よ
る

農
地
集
約
化
、
新
規
就
農
者

育
成
・
確
保
な
ど
に
２
９
１

億
円（
１
７
４
億
円
）な
ど
。

③
農
村
の
振
興

官
民
共
創
の
促
進
に
よ
る

地
域
活
性
化
、
農
泊
・
農
福

連
携
な
ど
里
業
の
推
進
、
中

山
間
地
農
業
振
興
に
１
０
０

億
円
（
７０
億
円
）
な
ど
。

④
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食

料
シ
ス
テ
ム
の
確
立

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

法
の
計
画
認
定
に
基
づ
く
取

組
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
７６
億
円

（
６
億
円
）
な
ど
。

（
畜
産
・
酪
農
の
概
要
は

２
面
掲
載
）

農
水
省
は
９
月
２
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
で
、
昨
年
放
出

し
た
政
府
備
蓄
米
の
う
ち
、

２５
年
産
で
２１
万
ｔ
を
買
い
戻

す
と
決
定
し
た
。

備
蓄
量
は
現
在
３２
万
ｔ

で
、
適
正
量
の
１
０
０
万
ｔ

と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
２６

年
産
の
定
期
買
い
入
れ
分
が

２１
万
ｔ
と
な
っ
て
お
り
、
２１

万
ｔ
買
い
戻
し
て
も
合
計
７４

万
ｔ
に
し
か
な
ら
な
い
。

ま
た
、
現
在
の
在
庫
の
う

ち
、
通
常
の
保
管
期
間
を
過

ぎ
て
い
る
２０
年
産
の
１５
万
ｔ

は
、
飼
料
用
米
な
ど
と
し
て

販
売
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
を
差
し
引
く
と
備
蓄
量

は
５９
万
ｔ
に
留
ま
る
。

一
方
、
８
月
３１
日
に
同
省

が
公
表
し
た
、
２６
年
産
の
都

道
府
県
別
水
稲
１０
ａ
当
た
り

収
量
の
平
均
比
見
込
み
で

は
、「
や
や
上
回
る
」が
北
海

道
、
新
潟
な
ど
の
米
ど
こ
ろ

を
含
む
２４
道
府
県
と
な
っ
て

い
る
。「
平
均
並
み
」が
１９
都

県
、「
や
や
下
回
る
」が
青
森
、

岩
手
、
千
葉
の
３
県
と
な
っ

た
（
沖
縄
は
入
っ
て
い
な

い
）。収
量
が
近
年
の
平
均
並

み
以
上
の
見
通
し
と
な
っ
た

の
が
４３
都
道
府
県
に
及
び
、

生
産
量
が
予
定
よ
り
も
増
加

す
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
主
食
用
米

の
需
給
が
一
層
緩
和
す
る
恐

れ
が
出
て
き
て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、「
２１
万
ｔ
だ

け
で
は
な
く
、
備
蓄
を
１
０

０
万
ｔ
に
早
く
戻
す
べ
き
」、

「
民
間
在
庫
を
減
ら
さ
な
け

れ
ば
、
米
の
価
格
が
下
落
し

て
、
農
業
経
営
が
継
続
で
き

な
く
な
る
」
な
ど
の
厳
し
い

意
見
が
挙
げ
ら
れ
た
。

全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
が
米
の

買
い
取
り
概
算
金
を
発
表
し

て
い
る
が
、
新
潟
で
１
万
８

５
０
０
円
／
６０
㎏
な
ど
で
、

コ
ス
ト
指
標
の
２
万
５
３
５

円
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。

農
水
省
は
９
月
４
日
、
ス

ー
パ
ー
で
の
精
米
の
販
売
価

格
の
推
移
を
公
表
し
た
。
８

月
２４
〜
３０
日
の
週
の
平
均
価

格
は
３
１
１
２
円
／
５
㎏

（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
）で
、
前
年

同
期
３
８
９
１
円
／
５
㎏
の

２０
％
安
と
な
っ
て
い
る
。
前

週
比
で
は
１
・
４
％
減
で
あ

っ
た
（
図
参
照
）
。

銘
柄
米
（
８４
％
）
の
平
均

販
売
価
格
も
前
週
比
１
・
４

％
減
の
３
１
２
９
円
／
５

㎏
、
ブ
レ
ン
ド
米
等（
１６
％
）

は
同
１
・
２
％
減
の
３
０
２

３
円
／
５
㎏
と
な
っ
た
。

平
均
価
格
に
つ
い
て
は
、

２５
年
６
月
以
降
、
備
蓄
米
の

流
通
に
よ
り
低
下
し
た
後
、

新
米
が
出
回
り
だ
し
て
か
ら

上
昇
し
て
い
っ
た
。
９
月
以

降
は
４
０
０
０
円
／
５
㎏
を

超
え
る
推
移
と
な
っ
た
が
、

２６
年
１
月
か
ら
は
、
下
落
基

調
に
転
じ
、
３
週
連
続
で
３

２
０
０
円
を
下
回
っ
た
。

今
年
は
１１
月
２６
日
に
、

東
京
の「
ル
ポ
ー
ル
麹
町
」

に
お
い
て
、
全
国
開
拓
代

表
者
大
会
と
全
国
開
拓
青

年
・
女
性
研
修
会
が
合
同

で
開
催
さ
れ
る
。
全
国
開

拓
代
表
者
大
会
は
３
年
に

１
度
開
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
も
全
国
開

拓
振
興
協
会
の
講
演
会
事

業
が
同
時
開
催
さ
れ
る
。

講
師
は
、
東
京
大
学
大

学
院
特
任
教
授
・
名
誉
教

授
の
鈴
木
宣
弘
氏
で
、「
日

本
の
農
と
食
と
地
域
を
守

る
〜
開
拓
農
家
へ
の
期

待
」と
題
し
て
講
演
す
る
。

講
演
会
は
一
般
の
方
も

参
加
で
き
る
。
申
し
込
み

は
全
国
開
拓
振
興
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

会
場
：「
ル
ポ
ー
ル
麹
町
」

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

２
―
４
―
３

山
口
県
萩
市
の
「
む
つ
み

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
は
県
の

北
部
に
あ
り
、
こ
の
む
つ
み

地
域
に
は
、
大
根
の
名
産
地

で
も
あ
る
千
石
台
開
拓
が
あ

る
。夏

は
７
月
下
旬
か
ら
８
月

に
か
け
て
、
４
ha
の
敷
地
に

３３
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き

誇
る
。
今
年
は
８
月
２
日
に

む
つ
み
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
フ

ェ
ス
タ
が
開
か
れ
、
多
く
の

家
族
連
れ
が
来
場
し
た
。

近
く
に
は
高
さ
１０
ｍ
の
巨

大
ブ
ラ
ン
コ
が
あ
り
、
思
い

切
り
漕
ぐ
と
眼
下
に
は
ひ
ま

わ
り
の
花
畑
が
広
が
っ
て
お

り
、
爽
快
な
気
持
ち
に
な
れ

る
。４

月
に
は
菜
の
花
が
一
面

を
黄
色
に
染
め
、
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
。

ひまわり畑と巨大ブランコ 山口県萩市

２７
年
度

概
算
要
求

農
水
予
算
２
兆
1377
億
円

２７
年
度

概
算
要
求

農
水
予
算
２
兆
1377
億
円

必
要
な
予
算
は
当
初
に
計
上

１１月２６日

全
国
開
拓
代
表
者
大
会

講
演
会
は
鈴
木
宣
弘
氏

米
の
販
売
価
格
２０
％
減

備
蓄
米
の
買
戻
し
を
２１
万
ｔ

３
週
連
続
３
２
０
０
円
を
割
る

更
な
る
買
戻
し
を
求
め
る
声
も

・「食料・農業知っておきたい話」 ―１５９―（２面）
・２７年度予算概要（畜産・酪農） （３面）
・満州開拓慰霊祭・シンポジウム （４面）
・埼玉県日高市 加藤牧場・加藤牧場Baffi（５面）
・水稲フレーム防除で農薬使用量４０％削減

（６面）
・交雑種牛飼養管理の要点② （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

図 スーパーでの販売価格の推移

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
が
決
定
し
た
２７
年

度
農
林
水
産
関
係
予
算
概
算

要
求
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農

関
係
の
主
な
事
業
と
要
求
額

は
次
の
と
お
り
。
要
求
額
の

（

）
内
は
２６
年
度
当
初
予

算
額
、
〈

〉
内
は
２５
年
度

補
正
予
算
額
。

★
畜
産
・
酪
農
の
生
産
基
盤

の
強
化

①
畜
産
生
産
基
盤
の
強

化
、
鶏
卵
の
安
定
供
給
等
を

図
る
た
め
の
生
産
・
流
通
対

策
畜
産
生
産
力
・
生
産
体
制

強
化
対
策
事
業
等
６１
億
円

（
８
億
円
）
〈
５０
億
円
〉

遺
伝
子
解
析
技
術
等
を
活

用
し
た
家
畜
改
良
の
推
進
、

肉
用
牛
の
出
荷
月
齢
の
早
期

化
、
乳
用
牛
の
長
命
連
産
性

向
上
に
資
す
る
適
切
な
飼
養

管
理
の
普
及
促
進
の
取
組
等

を
支
援
。

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
等

５
４
７
億
円〈
５
４
６
億
円
〉

②
畜
産
物
等
流
通
構
造
高

度
化
・
輸
出
拡
大
事
業

食
肉
処
理
施
設
の
再
編
に

必
要
な
施
設
や
収
益
力
強
化

に
資
す
る
省
力
化
機
械
等
の

支
援
２
２
４
億
円
の
内
数

（
１７
億
円
）
〈
１
６
７
億
円

の
内
数
〉

③
和
牛
肉
の
持
続
可
能
な

需
要
確
保

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

和
牛
肉
の
持
続
可
能
な
需
要

確
保
に
向
け
た
食
肉
事
業
者

等
の
取
組
支
援
１
７
０
億
円

〈
１
７
０
億
円
〉

★
生
産
資
材
の
確
保
・
安
定

供
給①

肥
料
の
国
産
化
・
安
定

供
給堆

肥
の
ペ
レ
ッ
ト
化
に
よ

る
流
通
利
便
性
の
向
上
・
広

域
流
通
の
実
現
な
ど
、
国
内

肥
料
資
源
の
利
用
拡
大
に
向

け
て
必
要
な
施
設
整
備
等
を

支
援
１
０
０
億
円
（
０
・
３

億
円
）
〈
７０
億
円
〉

②
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
及
び
飼
料
の
安
定
供

給

飼
料
生
産
組
織
の
運
営
強

化
、
生
産
性
の
高
い
持
続
可

能
な
飼
料
産
地
の
形
成
、
耕

畜
連
携
及
び
供
給
拡
大
の
促

進
、
国
産
飼
料
の
流
通
推
進

・
利
用
拡
大
、
飼
料
穀
物
の

備
蓄
、
飼
料
輸
送
の
効
率
化

等
を
支
援
２
７
８
億
円
の
内

数
（
１８
億
円
）
〈
１
５
４
億

円
〉

★
経
営
安
定
対
策
の
的
確
な

実
施畜

産
・
酪
農
経
営
安
定
対

策
畜
種
ご
と
の
特
性
に
応
じ

て
、
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給

金
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

交
付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
、

肉
豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚

マ
ル
キ
ン
）
、
加
工
原
料

乳
生
産
者
補
給
金
、
鶏
卵
生

産
者
経
営
安
定
対
策
事
業
等

に
よ
り
、
畜
産
・
酪
農
経
営

の
安
定
を
支
援
２
３
０
７
億

円
（
２
３
０
７
億
円
）

★
家
畜
伝
染
病
、
病
害
虫
等

へ
の
対
応
強
化

①
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

侵
入
防
止
の
た
め
の
水
際
で

の
検
疫
措
置
等
を
支
援
８０
億

円
（
７７
億
円
）
〈
３４
億
円
〉

②
消
費
・
安
全
対
策
交
付

金
飼
養
衛
生
管
理
の
向
上
や

農
場
の
分
割
管
理
の
推
進
、

野
生
動
物
対
策
の
強
化
等
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
等
の
病

害
虫
の
侵
入
・
ま
ん
延
防
止

等
を
支
援
、
農
畜
水
産
物
や

加
工
食
品
中
の
有
害
化
学
物

質
・
微
生
物
の
調
査
、
安
全

性
向
上
対
策
の
有
効
性
の
検

証
等
を
支
援
５７
億
円
（
１９
億

円
）
〈
１３
億
円
〉

★
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食

料
シ
ス
テ
ム
の
確
立

畜
産
・
酪
農
に
お
け
る
持

続
可
能
性
の
確
保

家
畜
排
せ
つ
物
処
理
施
設

の
機
能
強
化
、
畜
産
分
野
に

お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
対

策
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
に
配
慮
し
た
飼
養
管
理
の

普
及
等
を
支
援
（
農
山
漁
村

地
域
整
備
交
付
金
）
９
１
５

億
円
の
内
数
（
７
６
２
億
円

の
内
数
）

▼
「
南
北
戦
争
」
と
は

以
前
、
酪
農
で
は
「
南
北

戦
争
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
北
海

道
と
都
府
県
と
の
飲
用
乳
市

場
を
め
ぐ
る
せ
め
ぎ
合
い
の

こ
と
で
あ
る
。

飲
用
消
費
が
多
く
生
産
が

少
な
い
都
府
県
は
飲
用
向
け

が
８０
％
を
占
め
る
一
方
、
生

乳
生
産
の
多
い
北
海
道
は

「
余
乳
」
地
域
で
、
加
工
原

料
乳
向
け
が
８０
％
を
占
め

る
。
飲
用
乳
価
の
ほ
う
が
高

い
の
で
、
加
工
原
料
乳
価
と

の
格
差
が
広
が
る
と
、
北
海

道
は
、
加
工
向
け
に
売
る
よ

り
も
輸
送
費
を
払
っ
て
も
都

府
県
の
飲
用
乳
市
場
に
販
売

し
た
ほ
う
が
利
益
が
大
き
い

の
で
、
北
海
道
生
乳
が
都
府

県
に
な
だ
れ
込
み
、
「
南
北

戦
争
」
に
な
る
。

▼
「
南
北
戦
争
」
を
回
避

す
る
均
衡
式

そ
れ
を
回
避
す
る
た
め

に
、
北
海
道
の
加
工
原
料
乳

に
は
補
給
金
が
支
払
わ
れ
て

い
る
。
「
南
北
戦
争
」
を
回

避
す
る
乳
価
の
均
衡
条
件

は
、
北
海
道
が
加
工
向
け
に

回
す
か
、
輸
送
費
を
か
け
て

も
都
府
県
に
運
ぶ
か
の
選
択

が
同
等
に
な
る
こ
と
だ
。

１０
年
く
ら
い
前
は
、
次
の

よ
う
な
関
係
が
成
立
し
て
い

た
。

加
工
原
料
乳
価
＋
補
給
金

＋
輸
送
費
＝
飲
用
乳
価

８０
＋
１１
＋
２５
＝
１
１
６
円

米
国
で
も
同
様
の
問
題
が

あ
る
。
長
ら
く
米
国
最
大
の

生
乳
生
産
地
は
、
ミ
ネ
ソ
タ

・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
（
Ｍ
―

Ｗ
）
で
、余
剰
地
域（
Ｕ
Ｍ
Ｗ

＝UpperM
idwest

）
な

の
で
、加
工
比
率
が
８３
％
で
、

Ｍ-

Ｗ
か
ら
最
も
遠
く
不
足

地
域
の
フ
ロ
リ
ダ（
Ｆ
Ｌ
）は

飲
用
比
率
が
８８
％
で
飲
用
乳

価
が
最
も
高
い（
表
参
照
）。

米
国
の
乳
価
形
成
の
仕
組

み
は
、
ま
ず
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
商

品
金
融
公
社
）
の
乳
製
品
の

「
無
制
限
」買
入
れ
に
よ
り
、

間
接
的
に
加
工
原
料
乳
価
の

下
限
を
提
供
す
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ

の
買
入
れ
に
よ
り
支
え
ら
れ

た
乳
製
品
市
況
か
ら
、
メ
ー

カ
ー
の
製
造
経
費
を
引
い
て

生
乳
換
算
し
た
加
工
原
料
乳

価
を
、
全
国
統
一
の
メ
ー
カ

ー
の
最
低
支
払
い
義
務
加
工

原
料
乳
価
と
し
、
そ
れ
に
全

米
の
郡
（
約
２
６
０
０
）
別

に
定
め
ら
れ
た
飲
用
乳
価
プ

レ
ミ
ア
ム
（
余
剰
地
域
か
ら

不
足
地
域
へ
の
生
乳
輸
送
費

に
相
当
す
る
格
差
と
し
て
設

定
）を
上
乗
せ
し
た
も
の
を
、

全
米
郡
別
の
メ
ー
カ
ー
の
最

低
支
払
い
義
務
飲
用
乳
価
と

定
め
る
シ
ス
テ
ム
が
Ｆ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
（FederalM

ilk
M
ar

ketingOrder

）で
あ
る
。

も
と
も
と
、
（
Ｍ
―
Ｗ
）

は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
オ

ー
ク
レ
ー
ル
市
を
起
点
に
、

距
離
に
応
じ
て
上
昇
す
る
飲

用
乳
価
プ
レ
ミ
ア
ム
が
高
す

ぎ
る
た
め
に
、
テ
キ
サ
ス
、

フ
ロ
リ
ダ
等
南
部
の
飲
用
乳

価
が
高
す
ぎ
て
、
余
剰
を
発

生
さ
せ
る
構
造
へ
の
積
年
の

不
満
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

Ｃ
Ｃ
Ｃ
在
庫
の
責
任
は
南
部

の
生
産
が
不
当
に
刺
激
さ
れ

る
価
格
体
系
に
あ
る
と
い
う

見
方
で
あ
る
。

そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
以

前
の
シ
ン
プ
ル
な
計
算
を
改

善
す
る
た
め
に
、
コ
ー
ネ
ル

大
学
に
よ
る
大
規
模
な
空
間

均
衡
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
２

６
０
０
の
郡（
カ
ウ
ン
テ
ィ
）

別
に
、

余
剰
地
域
の
加
工
原
料
乳
価

＋
輸
送
費
＝
不
足
地
域
の
飲

用
乳
価

と
い
う
均
衡
が
成
立
す
る
飲

用
乳
価
プ
レ
ミ
ア
ム
を
計
算

し
て
、
皆
が
納
得
で
き
る
水

準
を
法
律
で
定
め
直
し
た
の

で
あ
る
。

▼
「
南
北
戦
争
」
再
来
の

不
均
衡
化

日
本
で
は
、
北
海
道
の
加

工
原
料
乳
価
と
、
都
府
県
の

飲
用
乳
価
と
の
差
の
均
衡
水

準
を
国
が
計
算
し
て
決
め

る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
は
経
済
合
理

的
な
行
動
の
結
果
と
し
て
そ

こ
に
収
束
す
る
も
の
で
あ

あ
つ
れ
き

り
、
そ
う
で
な
い
と
軋
轢
が

起
こ
る
。

と
こ
ろ
が
、
長
年
、
均
衡

水
準
に
近
い
と
思
わ
れ
て
い

た
均
衡
式
が
２
０
２
６
年
現

在
、
大
き
く
崩
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。現
状
で
は
、

加
工
向
け
の
平
均
乳
価
を
基

準
に
す
る
と
、

加
工
原
料
乳
価
＋
補
給
金

＋
輸
送
費
＝
飲
用
乳
価

９５
＋
１２
＋
２４
＝
１
３
１
円

最
も
低
い
チ
ー
ズ
に
回
す
か

飲
用
に
送
る
か
、
で
の
判
断

を
勘
案
す
る
と
、

チ
ー
ズ
乳
価
＋
補
給
金
＋

輸
送
費
＝
飲
用
乳
価

８６
＋
１２
＋
２４
＝
１
２
２
円

の
関
係
が
成
立
し
な
い
と
均

衡
し
な
い
（
限
度
数
量
３
２

５
万
ｔ
超
え
に
つ
い
て
は
１２

円
を
引
く
必
要
が
あ
る
）
。

し
か
し
、
実
際
の
関
東
の

飲
用
乳
価
は
１
４
５
円
で
、

北
海
道
が
相
当
に
「
我
慢
し

て
い
る
」
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
を
均
衡

さ
せ
る
に
は
、
加
工
向
け
の

取
引
乳
価
な
い
し
は
補
給
金

を
少
な
く
と
も
１４
〜
２３
円
、

引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
も
そ
も
、

コ
ス
ト
上
昇
分
を
乳
価
の
１

／
１０
部
分
に
し
か
乗
じ
な
い

補
給
金
の
計
算
方
法
の
見
直

し
も
不
可
欠
で
あ
る
。

第159回

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２７

年
度
の
税
制
改
正
要
望
を
決

め
た
。
主
要
事
項
は
次
の
と

お
り
。

①
軽
油
引
取
税
の
課
税
免

除
の
特
例
措
置
の
３
年
延
長

（
軽
油
引
取
税
）

②
農
業
経
営
基
盤
強
化
準

備
金
制
度
（
交
付
金
を
準
備

金
と
し
て
積
み
立
て
た
場
合

及
び
同
準
備
金
・
交
付
金
を

活
用
し
て
農
用
地
等
を
取
得

し
た
場
合
の
経
費
算
入
）
の

２
年
延
長
等
（
所
得
税
・
法

人
税
）

③
農
用
地
利
用
集
積
等
促

進
計
画
に
基
づ
き
取
得
す
る

農
用
地
区
域
内
に
あ
る
土
地

に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措

置
（
取
得
価
格
か
ら
１
／
３

控
除
）
の
２
年
延
長
（
不
動

産
取
得
税
）

④
農
地
政
策
の
見
直
し
に

伴
う
税
制
上
の
所
要
の
措
置

表 地域別最低支払い価格の例

オーダー

最低加工
原料乳価

最低飲用
プレミアム

最低飲用
乳価

飲用比率
最低加工
原料乳価

最低飲用
プレミアム

最低飲用
乳価

ドル/cwt ドル/cwt ドル/cwt ％ 円/㎏ 円/㎏ 円/㎏

NE １２．８３ ３．１５ １５．９８ ４４ ３４ ８ ４２

AP １２．８３ ３．１ １５．９３ ６９ ３４ ８ ４２

FL １２．８３ ４ １６．８３ ８８ ３４ １１ ４５

SE １２．８３ ３．１ １５．９３ ６５ ３４ ８ ４２

ME １２．８３ ２ １４．８３ ４７ ３４ ５ ３９

UMW １２．８３ １．８ １４．６３ １７ ３４ ５ ３９

C １２．８３ ２ １４．８３ ３０ ３４ ５ ３９

SW １２．８３ ３ １５．８３ ４６ ３４ ８ ４２

AL １２．８３ １．９ １４．７３ ３１ ３４ ５ ３９

W １２．８３ ２．３５ １５．１８ ２５ ３４ ６ ４０

PNW １２．８３ １．９ １４．７３ ３１ ３４ ５ ３９

注）ここでは、１１オーダーで集計しているが、実際は２,６００の郡別に定められる。表のNEなどは、
FMMOにおける乳価プール地域の略称。飲用乳価プレミアムは、メーカーが生産者に支払うこと
を法律で命じており、国の補助金ではなくメーカーの支払義務。飲用乳には最低限これだけ上乗
せせよという上乗せ額で、メーカーと酪農協は、交渉でさらに追加の上乗せ額を決める。これを
オーバー・オーダー・プレミアムという。

２７
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜
産
・
酪

農
関
係

）

２７
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜畜
産産
・・
酪酪

農農
関関
係係

）

２７
年
度

農
水
省
税
制
改
正
要
望

地域別乳価の不均衡地域別乳価の不均衡
特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

東京大学大学院東京大学大学院
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農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２５

年
度
の
日
本
型
直
接
支
払

（
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
及
び
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
）
の
実
施

状
況
を
公
表
し
た
。
前
年
度

に
比
べ
て
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
は
同
水
準
、
そ
の
他

は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
日
本
型
直
接
支

払
制
度
の
主
な
交
付
単
価
は

図
参
照
。

⑴
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
の
実
施
状
況

農
業
・
農
村
が
有
す
る
多

面
的
機
能
が
適
切
に
維
持
・

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
農
業
者

等
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
団
体

が
行
う
、
地
域
の
共
同
活
動

を
支
援
す
る
。

①
農
地
維
持
支
払
交
付
金

水
路
、
農
道
等
の
基
礎
的

な
保
全
活
動
等
へ
の
支
援
。

認
定
農
用
地
面
積
は
２
３

２
万
９
２
７
６
ha
で
、
対
前

年
度
４
７
３
ha
（
０
％
）
減

少
と
な
っ
た
。

②
資
源
向
上
支
払
交
付
金

（
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を

図
る
共
同
活
動
）

水
路
、
農
道
等
の
軽
微
な

補
修
、
農
村
環
境
の
保
全
活

動
等
へ
の
支
援
。

対
象
農
用
地
面
積
は
２
０

８
万
８
１
４
４
ha
で
、
同
５

８
４
ha
（
０
％
）
増
と
な
っ

て
い
る
。

⑵
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
の
実
施
状
況

平
地
と
の
農
業
生
産
条
件

の
不
利
を
補
正
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
生
産
活
動
等
を

維
持
し
、
多
面
的
機
能
の
確

保
を
図
る
。

協
定
面
積
は
６１
万
８
０
４

９
ha
で
、
同
４
万
２
９
０
７

ha（
６
・
５
％
）減
少
し
た
。

⑶
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
の
実
施
状
況

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

等
が
、
化
学
肥
料
及
び
化
学

合
成
農
薬
を
原
則
５
割
以
上

の
低
減
や
、
合
わ
せ
て
行
う

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
営

農
活
動
を
支
援
す
る
。

実
施
面
積
は
８
万
４
７
９

５
ha
で
同
５
８
２
０
ha
（
６

・
４
％
）
減
少
し
た
。

《
直
接
支
払
の
見
直
し
》

よ
り
多
く
活
用
す
る
た

め
、
２７
年
度
に
見
直
す
動
き

が
あ
り
、
予
算
概
算
要
求
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

多
面
的
機
能
支
払
で
は
、

外
部
人
材
の
確
保
や
先
進
技

術
に
よ
り
作
業
の
省
力
化
を

図
る
取
組
等
の
支
援
充
実
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

で
は
、
傾
斜
に
よ
ら
な
い
不

利
性
が
あ
る
農
地
に
関
し

て
、
地
方
公
共
団
体
が
認
め

る
場
合
に
、
集
落
協
定
の
対

象
に
位
置
付
け
る
。

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
法
の
計
画
認

定
に
基
づ
く
農
業
者
支
援
と

す
る
な
ど
、
新
た
な
制
度
を

創
設
す
る
。

日本型直接支払制度 交付単価

（1）多面的機能支払（地域の共同活動を支援）
①水路の泥上げ、農道の路面維持など
（都府県の田の場合。以下同じ） ３，０００円／１０a
②植栽やビオトープづくりなど農村環境活動 ２，４００円／１０a
③水路や農道などの補修や更新 ４，４００円／１０a
（①、②及び③に同時に取り組む場合、最大 ９，２００円／１０a）

（2）中山間地域等直接支払（条件不利地の農用地）
農業生産活動を継続する活動
（急傾斜地の田の場合） ２１，０００円／１０a

（3）環境保全型農業直接支払
化学肥料・化学合成農薬の５割低減の取組と
セットで行う次の営農活動
①緑肥の作付け ８，０００円／１０a
②堆肥の施用 ４，４００円／１０a 等

※交付単価は、地目（田、畑、草地）、傾斜、活動内容等によって異なる
※詳細は農水省ホームページまで

農
水
省
は
８
月
７
日
、
２５

年
度
の
食
料
自
給
率
に
つ
い

て
公
表
し
た
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料

自
給
率
に
つ
い
て
は
、
３７
％

で
前
年
度
よ
り
１
％
下
が
る

結
果
と
な
っ
た（
図
参
照
）。

米
、
野
菜
、
畜
産
物
や
魚

介
類
な
ど
、
多
く
の
品
目
で

国
産
供
給
熱
量
が
減
少
し

た
。
特
に
米
は
一
人
１
年
当

た
り
消
費
量
が
２
％
の
減
少

と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
政
府
が
目
標
と

し
て
き
た
、
３０
年
度
ま
で
に

４５
％
、
と
の
差
は
開
く
こ
と

と
な
っ
た
。

飼
料
自
給
率
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
よ
り
２
％
減
の

２４
％
と
な
っ
て
い
る
。
国
産

の
飼
料
用
米
が
減
少
し
た
こ

と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

主
食
用
米
の
価
格
が
上
が
っ

た
こ
と
で
、
飼
料
用
米
の
生

産
が
減
少
し
て
き
た
。

ま
た
、
夏
の
猛
暑
で
、
牧

草
の
収
穫
が
減
っ
た
こ
と
も

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
生
産
額
ベ
ー
ス
の

食
料
自
給
率
は
６６
％
で
、
前

年
度
よ
り
２
％
増
加
し
た
。

米
、
畜
産
物
な
ど
の
国
内

価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
で
、

国
内
生
産
額
が
増
加
し
た
。

一
方
、
野
菜
、
魚
介
類
の
国

内
生
産
額
は
減
少
し
た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
こ

の
度
、
「
全
日
本
開
拓
者
連

盟
八
十
年
の
歩
み
」
を
刊
行

し
た
。

１
９
４
６
年
１１
月
に
創
立

し
て
以
来
、
全
国
の
開
拓
地

と
共
に
歩
ん
で
き
た
歴
史

を
、８０
周
年
を
迎
え
た
今
年
、

一
冊
の
本
と
し
て
ま
と
め

た
。当

時
の
開
拓
地
の
様
子

や
、
国
に
対
し
て
の
要
請
活

動
な
ど
が
、
時
系
列
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
冊
子
は
、
会
員
な
ど

に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

福
井
県
坂
井
市
三
国
町
の

池
上
・
城
ヶ
原
開
拓
は
、
県

北
部
の
丘
陵
地
で
、
戦
時
中

は
陸
軍
三
国
飛
行
場
が
あ

り
、
周
囲
は
松
林
が
広
が
っ

て
い
た
。

４５
年
、
終
戦
と
と
も
に
入

植
が
開
始
さ
れ
、
池
上
（
増

反
）
と
城
ヶ
原
（
満
州
開
拓

等
か
ら
の
引
揚
者
）
両
開
拓

農
協
が
設
立
さ
れ
た
。
４８
年

に
は
隣
接
し
た
開
拓
組
織
が

集
ま
り
、
芦
原
開
拓
農
協
が

設
立
さ
れ
た
。

土
地
は
極
め
て
痩
せ
て
お

り
、
強
酸
性
の
不
毛
の
地
で

あ
っ
た
。
表
土
は
固
め
ら
れ

て
お
り
、
４８
年
に
県
農
業
会

に
委
託
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
で

耕
起
さ
れ
る
ま
で
は
、
手
開

墾
を
強
い
ら
れ
た
。

各
自
困
窮
す
る
中
、
資
金

を
出
し
合
い
、
生
石
灰
１５
ｔ

と
稲
わ
ら
５
千
束
を
導
入

し
、土
地
改
良
に
着
手
し
た
。

初
年
度
は
、
収
穫
が
蒔
い

た
種
代
に
も
な
ら
な
か
っ
た

が
、
５５
年
頃
に
は
近
隣
農
家

の
生
産
量
に
劣
ら
ぬ
地
力
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

作
物
は
、
麦
類
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
大
根
、

ス
イ
カ
等
で
、
家
畜
は
養
豚

に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
。

ま
た
、
役
牛
、
山
羊
な
ど
も

各
戸
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
。

６１
年
、
地
下
水
利
用
の
畑

地
灌
漑
事
業
を
実
施
し
、
水

稲
栽
培
が
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
。
ま
た
、
８７
年
に
は
、
長

年
の
深
刻
な
用
水
不
足
の
解

消
と
、
圃
場
の
大
型
化
に
よ

る
営
農
近
代
化
を
図
る
た

め
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
が

起
工
さ
れ
た
。
用
水
は
九
頭

竜
川
導
水
の
給
水
を
受
け
、

諸
設
備
を
完
備
す
る
に
至
っ

た
。９１

年
、
地
域
の
発
展
を
祈

念
し
、
記
念
碑
が
建
て
ら
れ

た
。
現
在
も
、
こ
の
地
域
は

田
畑
が
広
が
っ
て
お
り
、
多

く
の
農
作
物
が
収
穫
さ
れ
て

い
る
。

記
念
碑
の
近
く
に
は
「
坂

井
丘
陵
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」

が
通
っ
て
お
り
、
農
産
物
流

通
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

全
開
連
人
事

（
８
月
３１
日
付
）

退
職

▽
高
田
瞬

（
西

日
本
支
所
支
所
長
代
理
）

（
９
月
１
日
付
）

▽
食
肉
営
業
部
部
長

（
食
肉
営
業
部
部
長
福
岡
勤

務
）
三
島
正
道
▽
西
日
本
支

所
次
長
福
岡
事
業
所
｛
西
日

本
支
所
次
長
福
岡
事
業
所
長

（
兼
）
北
九
州
販
売
事
業
所

長
（
兼
）
長
崎
販
売
事
業
所

長
（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ

農
協
出
向
｝
中
村
洋
之
輔
▽

西
日
本
支
所
福
岡
事
業
所
長

（
兼
）
北
九
州
販
売
事
業
所

長
（
兼
）
長
崎
販
売
事
業
所

長
（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ

農
協
出
向
（
食
肉
営
業
部
部

長
代
理
）
中
釜
玄
輝
▽
事
業

推
進
部
（
兼
）
東
日
本
支
所

参
与
（
事
業
推
進
部
参
与
）

上
井
誠

１０
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

１０
月

５
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会

６
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
東
京
）

７
日

全
開
連
九
州
地
区
事

業
概
況
説
明
会（
熊
本
）

１６
日

宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝

肉
共
進
会
（
熊
本
）

２３
日

薩
州
開
拓
農
協
肉
牛

共
進
会
（
鹿
児
島
）

２８
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

２９
日

全
開
連
通
常
総
会
・

理
事
会
・
監
事
会

３０
日

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共

励
会
（
東
京
）

３１
日

岩
手
花
平
農
協
乳
牛

共
進
会
（
岩
手
）

２５
年
度
日
本
型
直
接
支
払
の
実
施
状
況

事業を活用し経営基盤を確立
福井県坂井市 池上・城ヶ原開拓

２７
年
度
は
制
度
の
見
直
し
も

八
十
年
の
歩
み

全
日
本
開
拓
者
連
盟

食料自給率が３７％に食料自給率が３７％に
米の消費が落ち込む米の消費が落ち込む

図 食料自給率の長期的推移
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岩
手
県
満
州
開
拓
殉
難
の

塔
を
守
る
会
と
岩
手
県
立
大

学
盛
岡
短
期
大
学
部
の
主
催

に
よ
り
、
滝
沢
市
砂
込
に
あ

る
満
州
開
拓
殉
難
の
塔
で
、

慰
霊
祭
が
８
月
２３
日
に
行
わ

れ
た
。

慰
霊
祭
は
毎
年
行
わ
れ
て

お
り
、
満
州
開
拓
の
参
加
者

や
そ
の
家
族
な
ど
、
３０
名
以

上
が
参
列
し
、
犠
牲
者
の
冥

福
を
お
祈
り
し
た
。

満
州
開
拓
へ
は
、
岩
手
県

の
４
千
人
を
含
む
全
国
か
ら

約
２７
万
人
が
渡
っ
て
い
る

が
、
８
万
人
が
犠
牲
と
な
っ

た
。
そ
の
う
ち
の
約
７
万
人

が
、
戦
後
、
日
本
に
引
き
揚

げ
る
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
歴
史
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
後
世
に
伝
え
て

い
く
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。午

後
か
ら
は
、
県
立
大
学

に
お
い
て
「
満
蒙
開
拓
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
（
一
社
）
満
蒙
開

拓
平
和
記
念
館
館
長
（
長
野

県
）
の
寺
沢
秀
文
氏
、
水
戸

市
内
原
郷
土
史
義
勇
軍
資
料

館
館
長
の
関
口
慶
久
氏
、
岩

手
県
開
拓
振
興
協
会
顧
問
の

野
原
修
一
氏
が
講
演
し
た
。

寺
沢
氏
は
「
満
州
で
は
、

現
地
の
人
た
ち
か
ら
土
地
を

安
く
買
っ
た
り
、
取
り
上
げ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
被

害
と
加
害
の
両
面
に
向
き
合

う
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、

「
ど
ち
ら
か
に
偏
る
こ
と
な

く
、
語
り
継
ぐ
こ
と
が
平
和

へ
の
種
ま
き
で
あ
る
」
と
述

べ
た
。

野
原
氏
は
「
戦
後
日
本
の

開
拓
に
つ
い
て
も
、
満
州
か

ら
の
引
揚
者
が
、
日
本
で
の

さ
ら
な
る
居
場
所
を
求
め

て
、
入
植
さ
れ
た
方
々
が
大

勢
い
た
」
と
し
て
、
戦
後
の

開
拓
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し

た
。同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
学

生
な
ど
も
参
加
し
、
総
勢
５０

名
を
対
象
と
し
て
記
憶
の
継

承
が
行
わ
れ
た
。

第
７０
回
岩
手
県
畜
産
共
進

会
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
部

が
９
月
３
日
、
雫
石
町
の
Ｊ

Ａ
い
わ
て
中
央
家
畜
市
場
で

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

岩
手
花
平
農
協
（
花
平
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
）
の

鈴
木
稔
さ
ん
が
経
産
牛
の
部

で
見
事
名
誉
賞
と
準
名
誉
賞

の
Ｗ
受
賞
に
輝
い
た
。
稔
さ

ん
の
こ
の
共
進
会
で
の
名
誉

賞
受
賞
は
、
１４
年
、
２３
年
大

会
以
来
３
度
目
と
な
る
。

名
誉
賞
、
準
名
誉
賞
と
も

に
第
８
部
（
経
産
・
３
〜
４

歳
未
満
）
で
、
他
の
部
の
１

位
と
競
っ
た
結
果
、
経
産
牛

総
勢
５０
頭
の
頂
点
に
立
っ

た
。名

誉
賞
：
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ブ

ン
パ
イ
オ
ニ
ア
マ
ッ
ク
ス
ラ

ム
ダ
。
準
名
誉
賞
：
セ
ブ
ン

ス
ヘ
ブ
ン
エ
キ
ス
ポ
ラ
ム
ダ

ハ
ー
ゲ
ン
。

第
５５
回
西
日
本
地
区
肉
用

牛
交
雑
種
枝
肉
共
進
会
が
９

月
７
日
、
福
岡
食
肉
市
場
㈱

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
㈱
坂

口
畜
産
（
開
拓
な
が
さ
き
農

協
）
の
出
品
牛
が
、
見
事
金

賞
（
最
優
秀
）
に
輝
い
た
。

今
回
は
交
雑
牛
５４
頭
（
去

勢
３４
頭
、
雌
２０
頭
）
が
出
品

さ
れ
た
。

受
賞
牛
は
、
生
後
２６
・
８

ヵ
月
齢
去
勢
で
、種
雄
牛「
福

之
姫
」
、
枝
肉
重
量
６
４
０

・
１
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
７８

㎠
、
バ
ラ
厚
１０
・
０
㎝
、
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
１０
、
格
付
Ａ
５
、
歩

留
基
準
値
７２
・
６
と
、
素
晴

ら
し
い
成
績
で
あ
っ
た
。

来
年
３
月
１９
日
か
ら
９
月

２６
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
「
２７

年
国
際
園
芸
博
覧
会
」
（
Ｇ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
×
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０

２
７
）
の
開
幕
が
半
年
を
切

っ
た
。

神
奈
川
県
横
浜
市
で
、
１５

年
に
米
軍
の
通
信
施
設
か
ら

返
還
さ
れ
た
広
大
な
土
地
の

う
ち
の
約
１
０
０
ha
で
の
開

催
と
な
る
。
長
年
、
土
地
利

用
が
制
限
さ
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
農
地
や
緩
や
か
な
起

伏
の
草
地
な
ど
豊
か
な
自
然

環
境
が
広
が
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
展
示
物
に
つ
い

て
は
、今
後
発
表
さ
れ
る
が
、

博
覧
会
の
開
催
意
義
と
し
て

は
、
「
花
や
緑
と
の
関
わ
り

を
通
じ
、
自
然
と
共
生
し
た

持
続
可
能
で
幸
福
感
が
深
ま

る
社
会
の
創
造
を
提
案
、
横

浜
か
ら
明
日
に
向
け
た
友
好

と
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
す
る
」
と
し
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
地
球
と
。
咲
き
に
行
こ

う
」
。
き
れ
い
な
花
を
見
る

だ
け
で
な
く
、
地
球（
自
然
）

と
共
に
生
き
る
こ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
を
、
み
ん

な
で
考
え
る
こ
と
が
今
回
の

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は「
ト
ゥ
ン
ク
ト
ゥ
ン
ク
」

と
い
っ
て
、
宇
宙
か
ら
地
球

に
あ
こ
が
れ
て
や
っ
て
き
た

精
霊
、
と
の
こ
と
。

１
０
０
０
万
株
を
超
え
る

花
や
緑
に
囲
ま
れ
て
、
世
界

中
の
未
来
の
技
術
が
集
結

し
、各
国
の
庭
園
や
、食
・
農
・

園
芸
文
化
と
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
る
博
覧
会
と
な
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
前
売

り
券
の
購
入
が
で
き
る
が
、

２６
年
９
月
１８
日
よ
り
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、ロ
ー
ソ
ン
）

で
も
、
来
場
日
時
予
約
付
き

の
チ
ケ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

栃
木
県
開
拓
農
協
は
８
月

２１
日
、
同
組
合
那
須
セ
ン
タ

ー
の
倉
庫
で
、
畜
産
農
家
家

族
親
睦
会
を
開
催
し
た
。
当

日
は
組
合
員
農
家
や
農
協
職

員
を
中
心
に
約
９０
名
ほ
ど
の

参
加
が
あ
り
、
忙
し
い
日
々

の
業
務
の
合
間
を
縫
っ
て
交

流
を
深
め
た
。

今
年
も
同
開
拓
農
協
の
組

合
員
が
生
産
す
る
、
安
全
安

心
の
肉
類
を
用
い
た
メ
ニ
ュ

ー
を
中
心
と
し
た
沢
山
の
ご

馳
走
が
用
意
さ
れ
た
。
今
年

の
お
品
書
き
は
、
ほ
う
き
ね

牛
の
リ
ブ
ロ
ー
ス
ス
テ
ー

キ
、平
牧
三
元
豚
粗
挽
き
フ

ラ
ン
ク
・
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
。

ア
ス
パ
ラ
な
ど
参
加
者
か
ら

の
差
し
入
れ
も
今
年
も
大
人

気
だ
っ
た
。

同
開
拓
農
協
の
組
合
員
で

あ
る
生
産
者
が
生
産
し
た
肉

や
野
菜
に
舌
鼓
を
打
て
る
チ

ャ
ン
ス
は
貴
重
だ
。
参
加
者

は
「
美
味
し
い
」
と
笑
顔
で

食
事
を
楽
し
ん
で
い
た
。

農
場
ご
と
の
挨
拶
で
は
、

今
年
も
益
々
暑
さ
が
厳
し
く

な
る
中
で
の
励
ま
し
合
う
一

言
コ
メ
ン
ト
が
多
く
み
ら
れ

た
が
、
来
年
も
み
ん
な
で
元

気
に
集
ま
り
同
開
拓
農
協
の

組
合
員
と
し
て
の
絆
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
、
笑
顔
で
集
合

写
真
に
収
ま
っ
た
。

記
憶
を
継
承
し
未
来
へ
つ
な
ぐ

滝沢市砂込にある、満州開拓殉難の塔

満
州
開
拓
慰
霊
祭
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

満蒙開拓について発表す
る（一社）満蒙開拓平和
記念館の寺沢秀文館長

戦後開拓の様子について
苦労や経験を発表する、
岩手県開拓振興協会の野
原修一顧問

金
賞
の
枝
肉
の
ロ
ー
ス
面

鈴
木
稔
さ
ん

が
名
誉
賞
・
準
名
誉
賞
の
Ｗ
受
賞

㈱坂口畜産（長
崎）が金賞

岩
手
県
畜
産
共
進
会
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
部

西日本地区肉用牛
交雑種枝肉共進会

横
浜
園
芸
博
開
幕
ま
で
半
年
を
切
る

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
７

左側がグランドチャンピオン牛。稔さんと一緒に記念撮影

花
博
の
ポ
ス
タ
ー
と
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

栃木県開拓農協 畜産家族親睦会
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栃木開拓のお肉を食べて
夏を乗り切ろう

栃木開拓のお肉を食べて
夏を乗り切ろう
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～地域の食育の要
に、㈲加藤牧場と加
藤牧場Baffi～
開拓酪農家である
㈲加藤牧場。加藤牧
場は地域の食育の要
として視察を受け入
れている。その３代
目である、加藤牧場
Baffi代表取締役の
加藤恵美子さん（５５
歳）に、牧場の歴史
や現在の加藤牧場
Baffiの取り組みな
どを聞いた。
☆加藤牧場は、５４
（昭和２９）年に恵美
子さんの祖父・賢治
さんと祖母・朝子さ
んが１頭の乳用牛を
導入し所沢地区に入
植したのが始まり。その後、６４年に恵

ちゅう じ

美子さんの父・忠司さん（８３歳）が規
模拡大のため６頭の牛を引き継ぎ現在

す み こ

の日高市へと移転。母・澄子さん（８１
歳）と二人三脚で牧場を守ってきた。
恵美子さんが幼い頃は子牛も含め６０頭

ほどだった牛は現在、計１８０頭（搾乳牛
１３０頭、育成牛３０頭、子牛２０頭）の牛群
へと拡大。現在も忠司さんは牧場の会
長として視察研修を担い、地域の視察
・食育の要として活躍を続けている。
忠司さんはトラクター作業、澄子さん

は子牛が生まれた時に作業
をし、日頃の飼養管理は、
恵美子さんのいとこ・寺田
おさむ

治さんに代替わりし、８人
ほどで牧場を管理してい
る。
自給飼料は、周りの休耕
地も引き受けながら面積を
拡げ、トウモロコシやソル
ゴーを２５～３０ha育てており、一部を
「とうもろこし畑迷路」としてアトラ
クションにしている。秋の刈り取り時
期まで楽しむことができ、周りに遊具
のある児童遊園もあるほか、豚や羊が
いる「なかよしひろば」も在り、牛舎
も外側から来場者が見学できる。
☆恵美子さんは夫・満さん（５３歳）
と牧場内に加藤牧場Baffiを設立。ジ
ェラート１種類からスタートした加藤
牧場Baffiは現在、ケーキやチーズま
ん、加藤牧場牛乳、金賞に輝いたチー
ズなど、様々な商品を取り扱う地域の
大人気店だ。オンラインショップも展
開している。平日も多くの客で賑わう
加藤牧場Baffiの最も人気の商品は、
現在は沢山の味があるジェラートと、
みるく、月替りの味があるソフトクリ
ーム。土日には１日１０００食、お祭りな
どの日は３０００食ほど出て大盛況だ。４０
人超のスタッフと一緒に、恵美子さん
夫妻は毎日頑張っている。
～日本栄養大学による視察～

日本栄養大学の中西明美教授のゼミ
が、食育推進に関する施策のうち「学
校等での食や農に関する学びの充実」
に基づき、加藤牧場を視察した（写
真）。中西ゼミでは視察を通して、沢山
の質問が寄せられた。「脱脂粉乳を、学
校給食のメニューではどのように活か
すことが出来るか」という質問に、中
西教授は、「脱脂粉乳でまろやかにしカ
ルシウムを安価に足せる〝カレーシチ
ュー〟というメニューは長く活躍して
きた。成分表を見るとカレーやシチュ
ーに脱脂粉乳が入れてある給食は多
い。また、フルーツ缶とスキムミルク
をミキサーにかけて出したフルーツミ
ルク和えは、栄養価も高く簡単で大好
評だった。〝こんな美味しい食べ方があ
るんだ〟ということを伝えることも給
食の食育の役割の１つだ」と語った。
地域の食育の要として活躍を続ける
加藤牧場と加藤牧場Baffiの地道な食
農教育の取り組みは、大学などとの連
携も含め、躍進を続けていく。

農水省は７月３１日、「２５年度畜産ク
ラスター協議会実態調査の結果」を公
表した。協議会は農協や生産者が含ま
れる場合、自治体が含まれる場合など
があり、各々の地域によって異なる。
調査は２５年５～９月に行った。
全協議会の課題は、「飼養規模の拡

大・飼養管理の改善」が８９６協議会（前
年比３増）、「自給飼料の拡大」が７５２
協議会（１７増）、「労働負担の軽減」が
６３１協議会（１８増）
の順で多かった。
課題解決に向け
た取り組みの主な
ものは、「堆肥の
利用促進」が６２６
協議会（１１増）、
「飼養衛生管理の
改善」が５２４協議
会（３２増）、「草地
等の改善・面積拡
大」が４２０協議会
（８増）の順だっ
た。
酪農と養豚の事
業効果を見ると、

図１、２のとおりだった。酪農経営で
は、飼料作付け面積が２４％拡大し、労
働時間が２２％削減した。また、成果目
標の達成状況では生産コスト１０％削
減、所得１０％向上なども見られている。
養豚でも、分娩頭数が増加したほか、
哺乳中事故が減少。母豚を増頭するこ
ともできた。上手くクラスターを利用
し、経営向上に繋げていきたい。

農水省と（一社）中央酪農会議は、「乳
用牛の飼養管理の改善に係るチェック
ポイント」を作成した（ＱＲコード）。
乳用牛は１頭当たり乳量が増加傾向
である一方で、平均除籍産次は短縮傾
向にある。このため「繁殖障害」「肢蹄
の故障」などのトラブルを避け、長命
連産性の向上に繋がる飼養管理を目指
し、乳牛償却費の低減や経営改善を促
すチェックポイントとなっている。た
とえば、搾乳牛１００頭規模の経営体で供
用年数を３．５年から４．０
年に延長すると、毎年
確保が必要な初妊牛頭
数を抑えることが期待
される（図）。同チェッ
クポイントの中から２
トピックを紹介する。
☆量も質も十分な飼
料給与が重要
粗飼料採食量の目安
となる【デノボ脂肪
酸】、給与飼料中の油
脂含量や体脂肪動員の
指標となる【プレフォ
ーム脂肪酸】の数値が、

基準の範囲かを牛群検定成績や乳成分
速報などで確認する。
☆長命連産性向上のための牛舎環境
牛床を清潔に保つため排泄位置のコ
ントロールが重要となる。繋ぎ牛舎は
カウトレーナーとサイドパーテーショ
ン、フリーストール牛舎はブリスケッ
トとネックレールを適切に設置する。

会長の忠司さん（左奥）。牛舎で学生に説明中

代表の恵美子さん。加藤牧場Baffiのチーズ等と一緒に

大人の男性の背丈を超える「とうもろこし畑迷路」。
収穫まで出入り自由

酪農経営 労働時間２２％減の効果 長命連産で生涯生産性を確保
２５年度 畜産クラスター協議会実態調査 乳用牛の飼養管理の改善チェックポイント

チェックポイント
原本はこちらから➡

図 長命連産性向上の効果 ＱＲコード及び図は、ともに農水省の資料から図１・２ともに農水省の資料から
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斑点米カメムシ類は水稲の重要害虫
である。いずれの種も針状の口をイネ
の穂に差し込んで吸汁加害する。この
ため、水稲の籾が成熟していく時期（登
熟期）に加害を受けたイネの籾は、黒
色または茶色の斑点が生じ、玄米の品
質が著しく低下する（写真）。
これに対し、適期の薬剤散布と雑草
管理を徹底することが、標準的な防除
対策となる。農業用ドローンなどの普
及により、防除作業の省力化が進んで
いる一方で、資材価格の高騰や環境保
護の観点から、農薬使用量を減らしな
がら防除効果を維持する技術の開発も
求められている。
このような中で、石川県農林総合研
究センターは、ほ場全体ではなく周縁

部のみを額縁状に防除する方法である
「フレーム防除」の効果を検証した（図
１）。このフレーム防除は、斑点米カ
メムシ類がほ場の周縁部から本田内に
侵入する特徴に着目し、農薬散布用ド
ローンを活用して行うものである。
試験は２５年８月に３０ａ（３０ｍ×１００

ｍ）の生産者水田ほ場（白山市）で実
施した。ほ場周縁の畦畔から８ｍ幅の
みを散布する「フレーム防除区」と、
ほ場全面に散布する「全面防除区」お
よび散布を行わない「無防除区」を比
較した。使用薬剤は両区ともジノテフ

ラン液剤とし、出穂１週間後と２週間
後の計２回散布した。
試験の結果、フレーム防除区では、
農薬を散布していないほ場中央部で
も、全面防除区と同程度の斑点米カメ
ムシ類の抑制効果が確認された。また、
フレーム防除区の斑点米混入率は、全
面防除区と同様に、一等米基準の限界
混入率である０．１％以下になった（図
２）。全面防除区と同程度に抑制され
たのは、斑点米カメムシ類の侵入をほ

場周縁部で抑えられたためと
同センターは分析している。
試験を実施したほ場では、
フレーム防除を実施した場
合、全面防除と比べて農薬使
用量を約４０％削減できた（図
３）。また、散布に要する作
業時間も約３０％短縮され、省
力効果も高いことが確認され
た（図４）。これらの結果か
ら、同センターは、ドローン
を活用したフレーム防除は、

従来の全面防除と同等の防除効果を維
持しながら、減農薬と省力化を両立で
きる有効な技術であるとしている。
なお、留意点として、防除効果を安
定的に得るためには、斑点米カメムシ
類を発生・誘引させないよう、本田や
畦畔の雑草を刈り取るなど、適切に管
理することを挙げている。また、正方
形に近いほ場や大型ほ場では更なる省
力効果が期待できるが、農薬が散布さ
れない面積や割合が増えることから、
試験結果と同様の防除効果が発揮でき
るかどうかは検討が必要としている。

一部の自治体で「懸賞金」が出るほ
どの被害が出ている中、政府は７月３１
日、「クビアカツヤカミキリ対策本部」
を立ち上げた。
クビアカツヤカミキリ（以下、同虫）
の幼虫は、サクラ、ウメ、モモ等のバ
ラ科の樹木の内部を食害し、最終的に
枯死させる（写真）。１２年に国内で初
めて被害が確認されて以降、被害地域
が拡大し、２６年８月現在、２２都府県に
まで及んでいる（図）。
同虫は、移動能力や繁殖能力が高く
拡散しやすいため、まん延防止には、
農地以外の街路樹なども含め、防除や
侵入防止対策に取り組む必要がある。
分布が拡大すると、各地の生態への被
害に加え、和歌山のウメ、福島や山梨
などのモモなど、主要な観光資源や農

産物の産地にも甚大な被害を及ぼすた
め、関係省庁及び地方公共団体が一体
となって、防除を行うことが求められ
ている。
同対策本部で鈴木農水大臣は、今後
のまん延防止にあたって地域内の一斉
の対策が必要であること、政府全体と
して対策を講ずる必要があることなど
について発言した。石原環境大臣は、
国・地方公共団体、民間及び国民が一
体となった抜本的な対策強化が必要で
あること、対策本部で戦略的かつ面的
な防除戦略などの検討を早急に進めた
い、とした。
その後、政府及び地方公共団体から、
同虫対策の取り組み状況の報告や、防

除指導の強化や全国的な情報発信の必
要性、地方公共団体への支援の要望な
どの意見交換が行われた。
これらを踏まえ、①地域一体となっ
た面的な防除が推進されるよう、速や
かに防除戦略を策定する、②防除戦略
を策定するに当たり、対策を充実化し
つつ、省庁間の切れ目のない対策につ

いて検討を行う、③地方公共団体と連
携し、地域住民を含む関係者を対象に、
同虫への注意喚起や防除への協力を呼
び掛けるとともに、全国的な広報も強
化する、④効果的な防除方法の研究開
発を推進するほか、地方公共団体が効
果的な対策を実施できるよう、適切な
防除方法について技術的な助言を行
う、⑤２６年度におけるさらなる対応を
検討するとともに、２７年度の概算要求
を関係省庁が行っていくこと、の５点
が取り決められた。

農水省が８月１８日に公表した「２６
年産一番茶の摘採面積、生葉収穫量
及び荒茶生産量（主産県）」による
と、去年、過去最少となった荒茶生
産量が大きく回復した。
摘採面積は２万２０００haで、前年産
より３００ha（１％）減少した。
１０ａ当たり生葉収量は、１１０kg

（２４％）増の５７１kgだった。生育期間
全般にわたって天候に恵まれ、生育
が良好であったことから、面積が減
少しても増加した。
生葉収穫量は２万２８００ｔ（２２％）
増の１２万５６００ｔ、荒茶生産量は４１００
ｔ（２１％）増の２万４１００ｔとなった。

県別にみると、一番茶の荒茶生産量
で、天候不順で前年産が落ち込んだ静
岡県は１万７００ｔで、２年ぶりに首位を
奪還した。

図２ 斑点米混入率 図３ 農薬使用量

フレーム防除で農薬使用量４０％削減
水稲 全面散布と効果同等で省力化
斑点米カメムシ類による被害米

図４ 農薬散布時間

図１ フレーム防除のイメージ

写真・図はすべて石川県農林総合研究センターの資料から

被害を受けたサクラ（都内の公園にて） クビアカツヤカミキリ対策本部立ち上げ
２２都府県で被害を確認

２６年産一番茶摘採面積・生産量
静岡県が生産量で首位奪還

２２年産 ２３ ２４ ２５ ２６

農水省の資料から
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哺哺育育期期のの管管理理（（１１））

〈素畜の選定〉
導入するスモールの資質は、将来の
肥育に良くも悪くも大きな影響を与え
る。スモールの見た目や種雄牛の情報
だけではなく、免疫の素となる初乳を
適切に摂取しているかどうかなどもポ
イントになるため、様々な観点からス
モールの情報を得て選定することが重
要となる。スモールを選定するポイン
トとして、次の２つの項目に留意する
（写真、図）。

〈哺育施設の準備〉
スモールを導入するには、哺育施設
を準備しなくてはならない。哺育施設
は、洗浄・消毒したらよく乾燥させ、石
灰を塗布し、清潔な敷料を敷いて、牛が
安心して休める環境を整える。また、オ

ガ屑等の敷料が乾燥していると埃が舞
い、それを吸い込んだ牛が呼吸器疾患
を引き起こすことがある。それを防ぐ
ために、乾燥しやすい時期は上に敷き

藁を被せ、水を少し撒くこと
で埃を抑えることができる。
床面には木材チップや完熟
たい肥などを１０～１５㎝程度敷
いて、その上に清潔な敷料を
被せる。敷料を厚めに敷き、
生体が床面に触れないように
することで、腹部の冷えによ
る体力消耗を防げる。また、
敷料は尿を吸着させる効果も
あるため、アンモニア臭の軽
減にも役立つ。さらに、汚れた敷料が
床面に触れない状態にしていること
で、敷料を交換する際に搬出作業が容
易となるメリットもある。

〈導入直後の処置〉
スモールは、輸送や環境の変化など
で様々なストレスを受ける。到着時に
は、発熱や呼吸器疾患、体重減少、脱
水症状などを引き起こすことがある。
個体観察や体温測定を行い、異常を早

めに発見して処置するのが肝要だ。
脱水症状の改善には経口補液剤の給
与、粘膜強化対策としてビタミン
AD３E剤、エネルギー補給として中鎖
脂肪酸、免疫付与のために鼻腔内ワク
チンの投与など、状況に応じて適切に
対処する。導入時に、コクシジウム症
対策やウェルカムショット（抗生物質
など）を行うことで事故が減少した事
例もあるので獣医師に相談する。

農水省は７月３１日、家畜のアニマル
ウェルフェアに関する指針のうち、「実
施が推奨される事項」の達成目標を定
め、畜産関係者に向けて発信した。
アニマルウェルフェアの指針におけ
る「実施が推奨される事項」について

具体的にいつまでの実施を目指すの
か、有識者らによる検討が行われてき
た。今回の通知では、達成目標年の設
定にかかる検討会でまとめられた結果
や、消費者等を含む意見交換会での意
見等を踏まえ、具体的な目標を定めた

ものが発出された（表）。
目標の「達成」の水準は、２４年度に
行われた、取り組み状況調査結果の「当
てはまる計（「あてはまる」と「やや
あてはまる」の回答を合計した割合）」
が９０％に達することを最終的な目標の
「達成」として定められた。すでに９０％
以上に達している項目については、水
準を維持しつつ「あてはまる」の割合
向上を目指すとしている。

一方、「あてはまる計」が８０％未満
の項目については、現状から１０％の向
上を暫定目標とした。これらの目標を、
食料・農業・農村基本計画等の見直し
時期とタイミングを揃え、５年間ごと
の目標設定を基本とした。今回は３０年
を目標として定めているが、適宜、情勢
を踏まえた見直しを行うこととした。
なお、取り組み状況を２年ごとに調査
していくこととなっている。

農畜産業振興機構は９月９日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の交付金単価（２６年７月分、概
算払い）を公表した。
肉専用種（兵庫県のみ）で標準的
販売価格が標準的生産費を下回った

ため、交付が行われる。交雑種及び乳
用種は、今月も発動しなかった。
前月分と比べると、乳用種は素畜費
が約２万円上昇し、販売価格との差額
が発生したが、概算払いのため発動は
なかった。交雑種も同様、素畜費が約
２万円上昇したが、依然、販売価格が
高い水準を保っているため、発動はな
かった。

全開連全開連
交雑種牛
飼養管理の要点2
交雑種牛
飼養管理の要点2
―商品価値の高い枝肉に仕上げるには――商品価値の高い枝肉に仕上げるには―

清潔で寝心地の良い牛床

アニマルウェルフェアの達成目標
５年で１０％向上目指す

今月も乳・交雑発動なし
牛マルキン７月分

農水省の資料を基に作成
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

毎年恒例となった、岩手県の滝沢市
産業まつり「滝祭２０２６」が８月２９～３０
の両日、ビッグルーフ滝沢で開催され
た。
地元の企業・団体が数多く出展し、
地場産品の展示・販売を行った。
岩手花平農協も毎年出展しており、
地元産の牛乳やヨーグルトの試飲・試
食を行っている。生産者でもある女性
部が今年も協力し、１ℓ牛乳１９２本、ヨ
ーグルト７２パック分が配られた。
２日目には雨が降るあいにくの天気
となったが、多くの来場者があり、あ
らためて牛乳や乳製品の大切さを実感

していた。
また、バター作り体験も行っており、
日頃食べている乳製品を自分の手で作
ることで、身近なものとして再認識し
ているようであった。
来場者からは多くのメッセージが集
まっており、「おいしかった、牛乳大好
き」「毎日牛さんのお世話をありがと
う」などの声が上がっていた。酪農の
大変さを感じ、感謝と応援の言葉が多
く見受けられた。
少しでも牛乳・乳製品が生活の身近
なものとなって、日常に根付いてくる
よう、アピールすることが大切となる。

堅調な動きも一
旦落ち着き、弱
もちあいか

８月の相場は予想を上回る堅調な動
きを見せた。頭数が少ないことで活発
な動きだったが、需要はそこまで伸び
てはいないようだ。
【乳去勢】８月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１２７０円（前年同月比１１１％）
となり、前月より５２円下がった。
９月に入り、Ｂ２で１２００円台前半で
の動きとなっている。出荷頭数はやや
減少予測だが、年末商戦までは弱もち
あいでの推移となりそう。
【F₁去勢】８月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
４が１９９９円（同１１９％）、Ｂ３が１９１１円
（同１２１％）、Ｂ２が１８２２円（同１２７％）
だった。前月に比べ、Ｂ４が３２円、Ｂ

３が１２円、それぞれ上昇し、Ｂ２が１３
円下がった。Ｂ４で２０００円を超えた日
が多く見受けられた。
９月に入ると、Ｂ４で１９００円台での
推移となり、落ち着いてきたか。
【和去勢】８月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ５が
２６７０円（同１１３％）、Ａ４が２４７３円（同１１９
％）、Ａ３が２３７０円（同１２０％）だった。
前月に比べ、Ａ５同額、Ａ４が４円上
がり、Ａ３は４円下がった。
９月になると、Ａ４で２５００円台の相
場となってきた。こちらも年末商戦ま
では弱もちあいの展開か。
【出荷頭数】９月の出荷頭数は、和
牛３万８５００頭（同８５％）、交雑種１万
９８００頭（同９４％）、乳用種２万２７００頭
（同９６％）と、全種で減少している。
【輸入量】農畜産業振興機構は９月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で３万

７３００ｔ（同９７％）と予測。内訳は、冷蔵
品１万３５００ｔ（同１０３％）、冷凍品が２万
３８００ｔ（同９４％）。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１２００
～１３００円、F₁去勢Ｂ４が１８５０～１９５０
円、同Ｂ３は１８００～１９００円、同Ｂ２が
１７５０～１８５０円、和牛去勢Ａ５が２６００～
２７００円、同Ａ４が２５００～２６００円、同Ａ３
が２３００～２４００円での推移か。

端境期となり、
相場は軟調な動
きとなる

８月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物６６５円（前年同月比１００
％）、中物は６３８円（同１０２％）となった。
前月に比べ上物が６５円、中物は６８円と
もに下がった。
９月に入り、端境期となり相場は軟
調な動きとなりそう。輸入量が増加傾
向にあるのも気がかり。
今年も暑さが長引く可能性があり、
出荷頭数に注意が必要となる。

農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
９月は１２８万頭（前年
同月比９８％）と、や
や減少する予測とな
っている。残暑が厳
しかったので、出荷
頭数のさらなる減少
も示唆され、状況が
注目される。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、９月の冷蔵・冷
凍品の輸入量は総量

で８万７５００ｔ（同１１５％）と、かなり増
加する見込み。内訳は、冷蔵品３万６３００
ｔ（同１０７％）、冷凍品５万１２００ｔ（同１２２
％）。冷凍品はブラジル、アメリカなど
からの輸入増加が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、頭数減の可能性が高
いが、端境期で軟調な動きは避けられ
ないか。上物が５００～６００円、中物も５００
～６００円での推移か。

Ｆ₁子牛の相場
は下降のペース
が緩やかに

【スモール】８月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が７万９８１９円（前年同
月比１８６％）、Ｆ₁（雄雌含む）は２０万７７１５
円（同１０８％）で、前月に比べ、乳雄は
２万６６９７円、Ｆ₁も３万４２２６円ともに続
落した。
Ｆ₁相場の地域格差が顕著で、北海道
では相場は下降傾向で２０万円を切る市
場が多くなってきて、西日本でも下降
傾向にあるが、熊本などまだ３０万円台
の動きとなっている地域もある。
【乳素牛】８月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の

取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２７万７５４５円（同１２８％）、Ｆ₁去勢は４７万
８０１９円（同１１７％）だった。前月に比べ
乳去勢は２４５６円、Ｆ₁去勢は１万４０１４円
ともに下がった。
Ｆ₁去勢は、枝肉相場がやや落ち着い
てきたが、まだ例年より好調に推移し
ているので子牛の引き合いは強い。今
後比較的頭数が揃う季節となるが、下
げのペースは緩やかな推移となるか。
【和子牛】８月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
８８万４５３４円（同１２４％）で、前月より３２３４
円下がった。
上場頭数が少ない状況は続いてお

り、枝肉相場も比較的好調な推移なの
で、今後も急落する可能性は低いと思
われる。弱もちあいでの推移となるか。

左
下
：
消
費
者
の
声
を

右
下
：
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

上
：
牛
乳
・
乳
製
品
の
試
飲
で
大
に
ぎ
わ
い

牛乳を生活の身近なものに牛乳を生活の身近なものに
岩手花平農協が「滝祭」でアピール岩手花平農協が「滝祭」でアピール

畜
産
物
需
給
見
通
し

畜
産
物
需
給
見
通
し

畜産物需給見通し


